
青森県に怠ける米の生産・流通の現状と諜題
_rつがるおとめJ について一一

I はじめに

米流通は故府米中心から良

入った O では，

少と，食生活の欧米{とに伴う

多様化，生産・流通面て、は宅 自

1半久経済的メワットめ増大などが

である O 吉田 (1990)は，こうした
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変化私 と商品化の進畏，
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自

1ヒと新し L、 であるとしてい

る内また滝沢(、199引や，梅木 (1990) も，

の銘柄fとと，

り組みなどから，全面的諮柄 10 

における自

と，

おり，

明らか

2分の lにとどまっ
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砂国 1.自主流通米車問り比率(うるち米)
(青森県農林部(1臼90)r青森農業Jより

作成)

そこで本論文では，本県の米流通の現状を生産も含めて明らかにし，問題点を見い出すことに

よって，今後の米流通における課題を考察しようとしたものであるつ研究方法としては，新銘柄

の「つがるおとめJ を中心に，主じ行政，卸売業者，生産者等による開き取り調査を行った。ま

た，米を食べなくなったとされる若者の，ヨ|去に対する意識を探るため，弘前大学学生〈以下，虫、

大生)約 300人のアンケート調査も

きたこまちJ との比較も干すったの

とし，さらにf農地域の銘柄米との比較ということで「あ
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11 地域の概観

( a ) 自然的条件

青森県は本州最北端に位置し，寒冷地にあ

たるため，一般的に稲作条件は厳しし九しか

し，津軽平野，なかでも南部の中弘南黒地方

に限っては，梅雨の影響が少なし比較的乾

燥し，夏は気温が30
0

Cを超すなど，稲作条件

に恵まれ，良質米産地として知られている。

新品種の「つがるおとめ」も，品質確保を重

視する点からこの地域の10市町村に限定作付

きtLた。

( b ) 社会的条件

砂図 2.つがるおとめ作付地域
(青森県米本部‘ 1990'つがるおとめ」

より)

津軽地方の農業は米とりんごがその中心であるが， りんごに比べて米は明らかに知名度が低い

といわざるをえなLL政府米中心ということで生産者も“質より量"とし寸意識が強しそのテ

メリットが時代の流れに遅れた要因となった O しかし逆にこのことが，単位l雨明当リの収量が常

に全国のトップレベルにあるといっ，技術水準の向上を生みだす結果ともなった c ここ数年，農

家の意識にも変化が表れ，高水準の技術を生かした，新しい流通版路の拡大カi早急に求められて

いる。

III つがるおとめの生産と流通

( a ) つがるおとめの生産

「つがるおとめJ (青系96号)は，昭和53年県の藤坂試験場て\「輿>J~305号」と「育系85号」

(むつかおり)の組合わせから生まれた。県内では“ササコシ刊の血をひく初めての品帽であり，

63年に奨励品種となってからは，県産米のエースとして期待きれているの

表 1は， f乍付状況を示したものであるが，田舎館村が特に高い値をみせている O これは自然条

件の有利性に加えて，農協ぐるみの積極的な取り組みの成果を表しているつがるおとめ」に

関しては，品質特性を生かした土づくりや，施肥などの栽培協定，生産者登録制など，生産団地

の育成を県や農協が中心となって行っているが，こうした積極的な取り組み;土今後，益々末めら

tLるであろう。

しかし，このような取り組みにもかかわらず 2年目にあたる平成 2年の「つがるおとめ」は，

夏の高温に見舞れ，品質の低下を招く結果となった。登熟期の特に夜間の高j品が日の呼吸活動を

促進きせ，でんぷんを消耗きせたというものである。初年度の一等米比率が;三ぽ 100%に近かっ

ただけに，平成 2年度の40%を割る一等米比率は厳しいものである。気象条件を子詰1]することは
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難しいことだが，寒きへの対応に加えて，それ以上に暑さ

であろう O

砂褒 1
つがるおとめの作付臨讃，

生意量とその割合 {平成元年度獲)

ぷ3

岩木町 I6.254 

石 rli き‘

4‘ 

り‘479

間関:

4.2 I 145 2、4

れ-1 I 6.(1 

I 

4.4 I 己主.&3

.i8 I 前oり4I 4.3 

¥
K
B
2
2
g
f
f
 

を元状荷出ので厳守一済
成

経

作
県
に

森

考
青

参

/，，，
S
B
E
E
-

、

というものも，今後の課題の…つ

( b ) つがるおとめの流通

ヨl去の流通は全管制度に枠組みされているた

め，関 3-(1)に示した流通機構が限定された

ものとなっている。 rつがるおとめJ は， 自

基本的な流れである，米生産者→

2次集者j業者→全間集荷母体

という流通経

の流通を国 3…(2)で

と全集連弟、の 2系統の集

路にの

詳しく見ると

を経て，県内?

され， ?両

という流通経路が主なものである c

ら，約 860

属く

は6，700t中， 45%の3，000tが100%つがるお

とめの単品出荷で察内に流れた。残りの55%

は全国18都道府県，

たが，神奈)11県

i昆求として出，情:きれ，

出荷され

おと

め」としての詳備はまだ得られていない段曜

にある c 増産L 単品出荷の実現に;ままだ多

少の時間を要するものと思われる~

明れまでの一般的な流通の抱に，特初栽培米制度によって

を行っている団体が毘舎館村にある。

「米と生きる

ら 去の販売

というこの団体は，県内10市町村，約2，300世帯へ直送， などに

よって各家庭心，販売を仔っている。消費者の健壊志向や，ヨミ産者のメ lJ 町， !匂から考えて，今後

新たに拡大する流通の lつであると考えられる O まだこうした寂売が呉外に広がれば，

しい現段階の「つがるおとめj の消費者段階の評価を早期に得ることができ，より効果的な流通

戦略の lつになるので;まないかと考えられる。

，-tLまでの県産米には見られなかった「つがるおとめj の包装や，
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惨毘3-(1) 
米流通のしくみ

(県農林部内資料より)

ター， ミスつがるおとめの公募に五るまでの活発な

惨函3…(2)
つがるおとめの流通

y
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は，県産未の推進f本能1]の中心的な機

関である，

の民興組識を含めた，

(米本部)が行っている c 未本部は，政Vf機関や，

・流通の関連機関からの出資金によって運営され，主に

PR を専門として設置きれた機関であり，そ

県においても続々と新しい しており，これに

し，他にはなL¥独自の活動を仔うことが求められているの

よフ

一体の機関を最大眼に

つに】Aせ

)./ 

られている。 Lかし.地



砂図 4ー(1) 砂図4ー(2)
食べてみたいお米は? 米を選ぶときのポイントは?

(弘大生アンケート調査) (弘大生アンケート調査)

( c ) 他地域の銘柄米との比較

今まで銘柄米といえば，代表的なものは， 「ササニシキJ コシヒカリ J であうた。実際，南

東北以西の40県で栽培されており，いまだに銘柄米の主流であることは確かであるが，第二世代

といわれる新品種が，各県で続々と登場しているのもまた，ここ数年の新しい動きである c 中で

も，信ff[J的とまでいわれた uササコシ"時代に対抗する新品種の筆頭にあげられるのがあき

たこまち」であろう。図 4一(1)の弘大生のアンケートを見ても，全体の 4分の lが「あきたこま

ち」を食べてみたい米としている。

とてもおいしい
まあまあおいしい

」、つう

あまりおいしくない
全くおいしくない

砂図 5ー(1)
つがるおとめの味は?

巧0人

4ヨ人

([0]干害者 103人)

なかなかよい
弓O人

まあまあよい
号9人

あまりよくない
{同書有10宮人}

砂図 5ー(2)

つがるおとめのネーミング・パッケージについては?
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「あきたこまちJ と

惨表2. 
がるおとめ」を生産語でよと

べたのが表 2である。両者 つがるおとめとあきたニまちの生議推移の比較

とも '出荷された最

2年を比べるため，

次はあえて統一しなかった

まずい作付状況だが，敢え

て統一しなかった O まず作

付状況だが，確かに

に辻出レベルだが，米ど

ろ秋聞と本県とで;ま，絶対的な

質面だが，自主流通米比率と，

くの差があることを念頭におく

JiJ“三:州

り‘ l

もわかるように，つがるおとめJ の

、お77

る。次;二，訂1

表れてし、る。質* まだまだ「あきたこまちJ のレベルには達Lていないといえるつ

また，流通言語ではつがるおとめj がま 内出福中心であるのに対してあきたこまち

Jま {二出莞きれているつ全冨的評価を得るだけあって，

柄化に十分な要素を矯えた品種であるといえる c では「つがるおとめ j が悩を得るために，増

r::l 
R口 をめざ、、せば r~うきたこまち」のようになるかといえば，必ずしもそうとは 1〆ゆ通な

いだろう。たとえ，それらの項目をクワアでーしても「つがるおとめJ の限界を考えれ

ば，難しいと思われるあきたこま に習うことはあっても，決して同じ路線をたどるので

はなし独自性を打ち出していくことが，今後の「つがるおと

と考えられる。

の生き残りのポイジトになる

W 結

以上「つがるおとめ」を中心とし 関して述べてきたが 2年Eもまた，初

年度以上の熱きによって品買を幸子しく低下させ，出鼻をくじかれる結果となった。流通面におい

ても，品質の低下をうけて， 自 前年疫を大きくド凶 t)• な自 Yし一一

トにのせるのが精一杯という状況であ勺た O まだ 2年自ということで，本格的にはこ紅からが大

事な時期であり，行政，

後はまず第 lに 向上維持，第 2に

上に求めら在る時期になる。ア

は必ずしも低くない。

となり，これまでの体勢をきらに強化して，

を吾壊とした 生産がこれまで以

3， 4を見ると， つがるおとめJ 二 る評{面

あっても，味に;ふさは い了ととを訴して

おり，こうした品賞以上の昧の良きと，本県の生まれながらの低農薬世，スーミングやノくも/ケ

ン ぎを， どう消費者に売り込むかが今後の課題であるっそのためには. 自主流通米

ノしート も あるが， /j、口 を得られるような噂 宅配

44 



を利用した緯かな流通にも，日をむけていく必要があると考えられる c

川指導頂いた

資料収集に捺して

秋田路農政部，田舎館農協および¥白

を表します。また，故石

を;まとめとする弘前大学地理学系本研究を作成するにあたり，

の諸先生方に;享くお礼申し上げま

場， ざん，

さんなど， 多くの方々;こ

を表します。

，心から
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